
一般社団法人日本音響家協会 第 82 回理事会議事録 
 

一般社団法人日本音響家協会は 2020 年 3 月 24 日（火）、14 時 00 分から東京都中

央区の八重洲北口貸会議室プラザにおいて第 82 回理事会を開催した。 

 

  理事の総数   12 名 

  監事の総数    1 名 

 

  出席理事 10 名 

   八板富榮（議長）、深尾康史、高崎利成、網野岳俊、糸日谷智孝、奥山竜太、 

加藤りな、高橋裕道、坪田栄蔵、鷹栖了 

  出席監事 1 名 

   三好直樹 

 

第１号議案 正会員昇格の件 

 次の 4名の正会員昇格を全会一致で承認された。 

 長井 卓也 レポート提出 

世羅 秀太 ２級サウンドシステムチューナ技能認定取得 

昆野隆一郎 ２級音響技術者技能認定取得 

岡田 康弘 ２級音響技術者技能認定取得 

 

第２号議案 会則変更の件 

 会則変更は、内容を整備して、項目ごとにまとめるとともに、時代の変化に伴い

Eメールやホームページ、SNS 等を活用することで、理事、運営委員、支部、本部の

負担を最小限にするための改訂で、全会一致で承認された。 

 

第３号議案 役員改選 

 任期満了により改選するために協議して、理事会推選理事候補は重任することで

定時社員総会にて諮ることにした。 

 なお、支部推薦候補は、支部の運営委員会で決定する。 

 また、三好直樹監事から今期を以て辞退を申し出があったので、鷹栖了氏を候補

として推挙した。 

 

第４号議案 評議員選任の件 

 評議員会を充実するために、以下の者を重任とし、新任として 2名を増員させる

ことを承認した。 

重任：石川 哲也、伊代野正喜、河端 昭夫、黒田 英己、衣笠 昭廣 

新任：小野隆浩、新谷美樹夫 

 

第５号議案 名誉会員の件 

 議長から以下の 5名を名誉会員にする提案があり全会一致で承認され、定時社員

総会にて謀ることにした。 

 三好直樹、増 旭、本輝夫、吉田廣嗣、今城正二 

 

第 6号議案 会友選任の件 

 2019年協会賞受賞の大津直規氏（鍵盤楽器技術）を、会友として承認した。 



 

第７号議案 事業委員の増員 

 古屋博敏、諸石政興の２名を事業委員として、全会一致で承認した。 

 

第 8号議案 協会賞の件 

 担当の深尾康史理事から報告があり、新谷美樹夫氏に 2020 年協会賞を贈賞する

ことを承認した。 

 

第 9号議案 中部支部ビギナーズコースの件 

 議長から、特定の専門学校学生の受講者が多くなる予定であるが、一般の受講者

の枠も確保するよう提案があり、中部支部に申し入れることにした。 

 
第 10 号議案 新型コロナウイルスによる不況対策 

 高崎機関誌編集長から今後、新型コロナショックにより不況が予測されることか

ら、機関誌の広告費を減額することで広告掲載社に配慮する提案が出され、これを

全会一致で承認された。 

 

第 11 号議案 その他 

1、本部事業等は新型コロナ感染の終息を待って事業計画をすることとした。 

2、総会日時を 5月 26日（火）とし、コロナショックを弁えて、規模を縮小し、審

議内容を限って審議することとした。併催の協会賞贈賞式と記念講演は状況を判

断して実施することとした。また、懇親会は実施しない。支部の事業報告および

計画は支部総会の議事録に委ね、総会での報告はしない。 

3、規則の会員名簿に関する事項の改訂について「支部の運営ならびに事業活動に供

するため毎事業年度の初めに、支部毎に当該事業年度の在籍者を記した会員名簿

の抄本」を従来どおりに「在籍者名簿」と称すべきとの意見が出たが、協議の末、

抄本と記しているので問題無く、改訂案どおりとすることで承認された。 

4、FAXは eFax２回線を契約しているが、使用率が非常に低いので０５０−３４５７

−８３０１のみの契約に変更することにした。 

5、正会員昇格レポートの提出は、郵送を廃止して、FAXまたは専用メール宛に提出

するように変更した。専用メールアドレスは report@seas-jp.org。 

 

この審議は、15時 20 分をもって終了した。 

上記の決議を明確にするため、出席した代表理事と監事を記名し押印する。 

 

2020 年 3 月 24 日 

代表理事（会 長）  八 板  富 榮  印 

 

代表理事（副会長）  深 尾  康 史  印 

 

代表理事（副会長）  高 崎  利 成  印 

 

監  事       三 好  直 樹  印 


